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さぬき市、善通寺市、土庄町、朝日新聞高松総局、

RNC西日本放送、エフエム香川、FM815、 OHK岡 山放送、
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テレビせとうち、産経新聞社、

読売新聞高松総局、香川こまち、

I第九実行委員会

I県、高松市
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出演者プロフイール

指揮者 2015年 、第6回ロブロ・フォン・マタチッチ国際指揮者コンクールで第2位を受賞し、一躍注目を浴びる。
2011年 、京都市立芸術大学音楽学部指揮専攻を首席で卒業し、音楽学部賞並びに京都音楽協会賞を受賞。その後、
オース トリア国立グラーツ芸術大学大学院オークス トラ指揮科、スイス国立チューリッヒ芸術大学大単院指揮科を
首席で卒業。在学中には、数々のオペラ公演やオークストラ公演を指揮した。

これまでに、ザグレブ・フィルハーモニー管弦楽団、マケ ドニア・フィルハーモニー管弦楽団、ヤナーチェク・

フィルハーモニー管弦楽団 (チ ェコ)、 フラデツツ・クラローヴェ・フィルハーモニー管弦楽団 (チェコ)、 ムジ
ークコレギウム・ヴィンター トゥール (スイス)、 バート・ライヒェンハル・フィルハーモニー管弦楽団 (ドイ
ツ)、 聖クリス トフアー室内合奏団 (リ トアニア)、 ルーセ・フィルハーモニー管弦楽団 (ブルガリア)、 オタ
ワ・ナシ∃ナル・アーツ・センター管弦楽団 (カナダ)、 日本フィルハーモニー交響楽団、新日本フィルハーモニ
ー交曇楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、日本センチュリー交藝楽団、大阪交響楽団、関西フィルハーモニー
管弦楽団、兵庫芸術文化センター管弦楽団、山形交響楽団、広島交藝楽団、九州交墾楽団、奈良フィルハーモニー
管弦楽団等を指揮し、いずれも好評を博す。

これまでに指揮を、秋山和慶、尾高忠明、増丼信貴、谷野里香、マルテイン・ジークハル ト、∃ハネス・シュレ
ーフリの各氏に、オペラ指揮法をウォルフガング・ボジチ氏に師事。指揮請習会においてベルナル ト・ハイテイン
ク、デイヴイツド・ジンマン、エサ=ペッカ・サロネン、アンドリス・ボーガ、鄭致溶、丼上道義、湯浅勇治、飯
森範親、沼尻竜典、下野竜也の各氏から指導を受ける。
ムジカA国際音楽協会会員、公益財団法人明治安田クオリティオブライフ文化財団音楽奨学生、2012年度公益財

団法人□―ムミュージツクフアンデーション音楽奨学生。第28回京都芸術祭音楽部門亀岡市長賞受賞。奈良フィル
ハーモニー混声合唱団指揮者。京都市立芸術大学音楽学部指揮専攻非常勤講師。
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国立音楽大掌大学院修了。文化庁オペラ研修所修

了。イタリア声楽コンコルソでシエナ大賞、没後
200年記念国際モーツアルト声楽コンクールでアン

ナ・ゴットリーブ賞を受賞し、ウイーンフィルと共

演。1991年 からミラノ留学。 Fドン・ジ∃バンニ」
「コシ フアン・トゥッテ」『フィガロの結婚』
「セビリアの理髪師」|『ルチア』『愛の妙薬』「□

メオとジュリエット」「ランスヘの旅』 Fラ ・ポ
エーム」 Fリ ゴレット」 F泥棒かささぎ』「トゥー

ランドット」 Fタ ンクレーディ』『夢遊病の女』
『カブレーティ家とモンテッキ家」等のオペラのほ

か各地でのリサイタル、宗教曲、第九などオークストラとの共演においても

高い評価を得ている。五島記念文化賞オペラ新人賞、ジロー・オペラ賞新人

賞、村松賞、モービル音楽賞洋楽部門奨励賞、よんでん芸術文化奨励賞、ホ

テルオークラ音楽賞、香川県文化芸術選奨を受賞。藤原歌劇団団員。東京藝

術大学、国立音楽大学講師。

アルト 東京藝術大学卒業、同大学院修了。文化庁オペ

ラ研修所第10期修了。1997年文化庁派遣芸術家
在外研修員としてウイーンに留学。モーツアル ト
「ドン・ジョヴァンニ」 「魔笛」、ワーグナー
「さまよえるオランダ人」などのオペラに出演。
ヘンデル 「メサイア」、バッハ 「マタイ受難曲」
「□短調ミサ」などの宗教曲やベー トーヴェン
「第九」、マーラーの交藝曲などで多くのオーケ
ス トラや合唱団と共演。また指導者、ヴォイス ト
レーナーとして多くの合0昌 団と関わつている。
CD「 日本歌曲選」 「豚木とみす ゞを歌う」

「からたちの花 山田耕律歌曲集」「荒城の月

小川 明子

国楽を離陸させた偉人たち」 「さくら横ちよう 中田喜直4つの歌曲
集」「早春賦 日本歌曲選2」 「お東子と娘 橋本國彦歌曲集」 (ピア
ノ :山田啓明)「落葉松 アル トとギターで紡ぐ日本の歌」 (ギター :

荘村清志)を リリース。
1992年第61回 日本音楽コンクール声楽部門第2位、1993年第4回奏

楽堂日本歌曲コンクール第 1位 (山田耕律賞)。

二期会会員。

テノール

上原 正敏

リー国立歌劇場、 ドイツ・オルデンブルグ市立劇場、フィナーレ・エミーリ
ア劇場、サントリーホール、新国立劇場、二期会など国内外の劇場にて様々

なオペラ、コンサートに出演。ニッカオペラ新人賞受賞、五島記念文化財団
オペラ賞受賞。ビアノの大須賀恵里とCD「赤い靴 大人のための童謡曲集」
をリリース、雑誌等に取上げられ好評である。二期会会員。

国立音楽大単大学院声楽科修了。声種はリリコ
レッジェー□。デビュー時に甘い声と高音を苦とし
ない長身のテノールとして注目される。1992年より
イタリア留学。ミラノや近郊都市にてコンサート、
オペラに出演し、パ ドヴア「イリス・アダミ・コ

ラッデッティ」国際コンクールを始めとする様々の
国際コンクールに 1位 、入賞を重ねる。その後、
∃―ロツパの名門ボローニヤ歌劇場オーデイション
に合格し、同劇場にて本格的な∃―ロッパデビュー

をする。また、ハンガリー・ブタペスト国際コン
クールにて 1位 になったのをきっかけに、ボロー
ニャ歌劇場、アレーナ・デイ・ヴェ□―ナ、ハンガ

正 一

他でソリス トを務める。 (公財)日 本青少年文化センターの活動にも参
加 し、25年間にわたり、全国の小中学校でコンサー トを行つている。ホ

テル椿山荘東京でのオペラディナーも21年 目を迎える。現在、尚美学園
大学、聖徳大単非常勤講師、さいたまシティオペラ副会長。日本演奏連
盟、東京二期会、各会員。

バリトン

佐5
東京藝術大学卒業。卒業時、宮中の桃華楽堂に

て御前演奏を行う。同大学院修了。日伊声楽コン
コルソ及び日仏声楽コンクール第2位入賞。日本
音楽コンクール三度入選。奏楽堂日本歌曲コンク
ール奨励賞受賞。二期会公演『フアルスタッフ』
フォード役、宮本亜門演出『コズイ・フアン・ト
ゥッテ』グリエルモ役、小澤征爾指揮『フィガロ
の結婚』フィガロ役など話題になつたオペラに多
数出演。特に、プッチーニ作曲『外套』のミケー

レ役では、その心情表現を新聞評、音楽雑誌評に
て絶賛された。1996年 より『感動の第九』に参
加、NYカ ーネギーホール、ウイーンの楽友協会

関西フイルハーモニー管弦楽団
1970年ヴイエール室内合奏団として発足。1982年 1月関西フィルハーモニー管弦楽団として新発足。1994年より国際的に活躍するウリ・マイヤーが常任

指揮者に就任し、平成6年度大阪文化祭賞本賞を受賞。2003年より特定非営利活動法人、2014年より認定NPO法人化。2018年 7月公益財団法人として生
まれ変わり、関西を代表するオークストラの一つとして文化・社会への貢献を目指して積極的に活動を続けている。平成22年度大阪文化祭賞奨励賞受賞。
世界的ヴアイオリニストでもあるオーギュスタン・デュメイは2008年より首席害演指揮者を務め、2011年 1月より楽団史上初の音楽監督に就任。藤岡幸

夫は2000年より正指揮者を務め、2007年 4月より首席指揮者に就任。飯守泰次郎は2001年より常任指揮者を務め、2011年 1月 より桂冠名誉指揮者に就
任。

人間の営みから生まれた音楽  Fヒ ューマニズム』をテーマに、聴衆の心
に感動と勇気を伝えるべく活動を展開。また、地元関西の人々や企業に育ま
れた楽団として地域密着を重視。演者と聴衆、舞台と客席、垣根を越えての
交流を図り、関西出身の若手アーティス トも積極的に起用している。クラシ
ック音楽の裾野を広げる活動など、明確なビジ∃ンを持ち、常に新たなこと
に挑戦する個性派オークス トラとして好評を博している。
2015年 5月 から6月 にかけて、スイス・ドイツ・イタリアの3カ 国5都

市を巡る楽団初の∃―ロッパツアー (合計 5公演)を 開催し、各地で大きな
注目を集めた。現在、BSテ レ東の音楽番組 「エンター

「

げ・ミュージッ
ク」 (毎週土曜23時半)に藤岡幸夫と共に出演中。2020年 には楽団倉l立 50
周年を迎える。オフィシャル ホームページ http://www.kansalph‖ .lp/
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